
今回のテーマは、道外から見た「北海道の観光」です。コロナ禍以降落ち込んでいた観光産業も回復の兆しが

見えてきた一方、オーバーツーリズム等の問題も顕在化してきた北海道の「観光」。そんな北海道観光の「今」

を調査していきたいと思います。

オープンデータに加え、道内外1500サンプルを対象としたオリジナル定量調査で見えてきた意識や道外生活者

の北海道意識傾向についてのインタビューも実施。その魅力、価値を明らかにしていきます。

今回のテーマについて
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テーマ：道外から見た「北海道」その②

今回は北海道ファン（好意）層の観光・旅行意識を深堀していきます。

北海道ファン、特に若い層が考える北海道観光の在り方とは？

2 0 2 4 / 0 ７ / 3 1
北 海 道 博 報 堂  新 ど さ ん こ 研 究 所

前 回 レ ポ ー ト の お さ ら い

北海道博報堂「新どさんこ研究所（新ど研）」では、生活者を取り巻く環境の変化に伴い、道民意識や行動
も変わっていくという仮説のもと、「一歩先の道民＝新どさんこ」の姿を生活者データの分析や未来予測か
ら提言していきます。前回から視点を新たに「外」から見た北海道について研究を始めました。

前回のレポートで定義した「北海道ファン層」とは、「北海道の食や食生活をもっと大切にすべきだ
と思う」「北海道の魅力をもっと発信すべきだと思う」「旅行は、北海道外よりも、もっと道内に
行ってみたい」の三つの調査項目すべてに肯定的な意見を持っている方達です。
この定量調査の結果、道外の約3割が「北海道ファン層」であり、若年層が多いことがわかりました。
つまり、北海道の外で生活していても、北海道へ思いをはせながら行ってみたいと考えている方が
数多く存在していると考えられます。

１．「北海道ファン（好意）層」とは？
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道外北海道ファン層 15.1 12.2 6.5 9.4 7.2 11.5 8.6 11.5 9.4 8.6

全体 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0

道外の北海道好意層 属性比較

新どさんこリサーチ2023 道外（n=500）

実は若年層が
ファン！

（％）
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２．北海道ファン層の生活や意識は？

こ こ ま で 北 海 道 フ ァ ン 層 の 趣 味 や 観 光 意 識 、 北 海 道 と い う 土 地 に 対 す る イ メ ー ジ を
見 て き ま し た 。 次 に 従 来 の 観 光 に 加 え 、 若 い 世 代 の 北 海 道 フ ァ ン 層 が 北 海 道 を ど う
楽 し も う と し て い る の か 見 て い き ま し ょ う 。 （ 次 ペ ー ジ へ ）

ア ク テ ィ ブ に 行 動 す る 道 外 フ ァ ン 層

まずは観光を含めた北海道ファン層の趣味・休日の過ごし方についてみてみましょう。
北海道ファン層と趣味・スポーツについて調べたグラフを見ると北海道ファン層は国内旅行や食べ
歩きが好きなことがわかりますが、ジョギング・ランニングなども高く、北海道ファン層の活発さ
がうかがえます。

国内旅行 食べ歩き
散歩・ウォーキ

ング
ショッピング

ジョギング・ラ

ンニング

北海道好意層 35.3 26.6 25.9 23.0 13.7

全体 25.6 15.2 20.6 15.6 8.6

よくする趣味・スポーツ

新どさんこリサーチ2023 道外（n=500）

北海道が質・量

ともに世界レベ
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気候変動ととも
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がり、北海道へ

の移住者・移住

希望者が増える

北海道の農家さ

んが憧れの職業

ランキング上位

となる

世界から見て、

東京に次ぐ認知

度の高い都市と

なる

北海道に住む事

がステイタスに

なる

北海道好意層 61.9 53.2 52.5 49.6 38.8

全体 38.2 29.0 31.0 27.4 18.8

未来の北海道に期待したいこと

北 海 道 の 未 来 に 期 待 度 が 高 い 道 外 フ ァ ン 層

次に、道外の北海道ファン層がどのような北海道の未来に期待しているかという意識をみてみます。
「世界レベルの食料基地」や「移住者増加」への期待が高く、また「農家が憧れの職業ランキング
の上位に」、そして「北海道に住む事がステイタスになる」など北海道に対するポジティブな感情
が北海道ファン層の中で高いことがわかります。

（％
）



Ｑ 北海道で想起することは？

のんびりしているイメージ。
北海道は東京に比べて全体的に田舎だ
と思っている。だからこそ行きたい。
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３．北海道ファンの観光意識や実際の声は？

旅 行 先 で は 地 域 の 日 常 生 活 や 地 域 産 業 へ 高 い 関 心

北 海 道 フ ァ ン の 生 の 声 を イ ン タ ビ ュ ー

Ｑ 北海道での観光プランは？

温泉に入ってひたすらだらだらした
い。通勤ラッシュなど日々の生活の
嫌なことを忘れたい。

Ｋさん（東京都出身・東京都在住）、27歳、脚本
家

北海道外に住む北海道ファン層は北海道に対して「のんびりできる場所」「ゆっくりした時間を過
ごせる」などのイメージを持っているようです。
従来の観光スポットを巡るだけでなく、何の変哲もない場所で地元民のように過ごすことで都会の
喧騒を忘れ、リフレッシュしようとしているのかもしれません。

Ｙさん（東京都出身・東京都在住）、24歳、アルバイ
ト

Ｑ 北海道でどう過ごしたい？

友人が北海道に住んでいるので友人に会いに行き
たい。観光というよりは、友人のおすすめのカフェや
飲食店など地元に密着した時間を過ごしたい。

Sさん（青森県出身・埼玉県在住）、19歳、大学生

出典：株式会社JTB総合研究所「進化し領域を拡大する日本人の国内旅行」
(https://www.tourism.jp/tourism-database/survey/2019/09/japanese-tourism-changing/)より

地域の日常生活に

触れたい

地域の産業について

深く知りたい

農家民泊など、

地域の人とふれあえる

ところに泊りたい

地域の活動に参加する

など、積極的に

交流を持ちたい

男性20代 23.6 22.5 12.4 20.5

女性20代 17.1 8.5 12.0 10.1

全体 22.1 13.9 8.7 8.3

旅行先での交流についての考え方（全国調査）

若年層が旅行先でどのように過ごしたのでしょうか。こちらのデータでは、「地域の日常生活に
触れたい」「地域の産業について深く知りたい」などその土地ならではの暮らしぶりに興味があるこ
とがわかります。「農家の民泊で地域の人とふれあいたい]という具体的な気持ちもあるようです。

（％
）
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今 回 の 調 査 ・ イ ン タ ビ ュ ー で は 、 北 海 道 フ ァ ン の 趣 味 や 観 光 意 識 か ら 始 ま り 、 北 海 道

フ ァ ン 層 の 中 で も 割 合 の 高 い 2 0 代 男 女 の 北 海 道 観 光 に つ い て の 考 え 方 を 深 堀 し て い

き ま し た 。

そ の 結 果 と し て 見 え て き た の は 、 有 名 な 観 光 地 だ け で な く 、 我 々 が 見 過 ご し が ち な 何

気 な い 風 景 や 場 所 も 観 光 資 源 と な る 可 能 性 で し た 。

関 東 圏 在 住 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー の 中 で 良 く 出 て く る な と 印 象 的 だ っ た の は 、 「 都 会 は

疲 れ る 」 と い う 趣 旨 の 発 言 で す 。

例 え ば 「 通 勤 ラ ッ シ ュ 」 で あ っ た り 、 「 人 混 み 」 で あ っ た り 人 口 密 集 地 ゆ え に 発 生 す

る ス ト レ ス が 「 広 い 」 「 田 舎 」 と い う イ メ ー ジ の あ る 北 海 道 に 対 す る 憧 憬 へ の 遠 因 な

の か も し れ ま せ ん 。

実 際 、 新 ど さ ん こ 研 究 所 の 調 査 で も 「 北 海 道 に 住 む こ と が ス テ イ タ ス に な る 」 と い う

質 問 に 肯 定 的 な 回 答 を し た 北 海 道 フ ァ ン は 「 3 8 . 8 % 」 （ 全 体 で は 1 8 . 8 % ） と 北 海 道

の 土 地 全 体 に 対 す る 一 種 ユ ー ト ピ ア 的 な イ メ ー ジ が あ る の か も し れ ま せ ん 。

ま た 、 イ ン タ ビ ュ ー の 中 で 「 田 舎 」 と い う 言 葉 も 出 て き ま し た が 、 こ の 言 葉 は ネ ガ

テ ィ ブ な 印 象 で 使 わ れ て は い な い よ う で す 。

む し ろ 、 何 に も な い と こ ろ を め ぐ っ て ふ と 立 ち 寄 っ た 人 と の ふ れ あ い 、 観 光 で は な い

北 海 道 の 顔 が 見 ら れ る 場 所 な ど 「 何 も な い と い う 価 値 」 を そ こ に 見 出 し て い る 。

過 密 な 人 ・ ス ケ ジ ュ ー ル の な か で 生 き て い る 北 海 道 フ ァ ン 層 に と っ て 、 北 海 道 は あ る

種 の カ ウ ン タ ー と し て の 機 能 も あ る の か も し れ ま せ ん 。

こ れ ら の 踏 ま え る と 従 来 の 観 光 地 や 近 年 増 え て き た 聖 地 巡 礼 、 ア グ リ ツ ー リ ズ ム な ど

が で き る 生 産 地 に 加 え 、 「 何 も 突 出 し た も の が な い 」 地 方 都 市 も 新 し い 観 光 資 源 と な

る の で は な い で し ょ う か 。

何もしないことで心が豊かに

ぼんやりできる「田舎」が観光資源に？

今 回 の
発 見ポ イ ント

今回担当：

●調査概要 新どさんこリサーチ2023
2023年12月実施 インターネット調査 1,500サンプル（道内1,000サンプル ）
（2017年から同設計にて毎年11月～12月に実施）


